
システムは稼働を開始している。
　1つめは医事会計システムと経理システム
をつなぐ「医事経理連携システム」だ（図1）。
　医事会計システムでは、各診療科で診療
内容が入力される。いわば、医療事務の中
核を担うシステムだ。従って、病院経営の収
支などを管理する経理システムとは連携して
いる方が望ましい。
　しかし、医事会計システムでは、診療費、
検査費、入院時の個室費などがまとめて記
入される一方、経理システム上は厚生労働
省が定める「病院会計準則」に則り、個々の
勘定科目に分けて計上しなければならない。
また、他の病院の請求など、医事会計システ
ムを介さない「院外請求」も経理システムに
入力する必要がある。「以前は、紙のレポー
トを参照しながら、手作業で分類し、仕訳デ
ータの入力作業を行っていました。これで
は、時間も手間もかかる上、人為ミスのリス
クも避けられません」と齋藤氏は話す。
　そこで、医事経理連携システムをASTERIA 
Warpによって開発。具体的には、医事会計
システムが出力するCSVデータを取り込み、
最適な形式に変換。経理システムのDBに登
録できるようにしたのだ。同様に請求書や帳
票にまつわる作業についても、他の部門シス
テムから集計されたExcelデータを受け取り、
ASTERIA Warpを介して出力できる体制を整
えた。
　一方、経理システムへのデータ出力時には、

Active Directoryをはじめ、ポータルシステ
ム、入退室システム、メールシステム、勤怠管
理システムなどにIDやパスワードの登録、更
新、削除を行わなければならず、大きな負担
になっていました」と医療情報システム室 大
橋 宝氏は話す。ID設定作業の漏れやミスが
あれば、当然、その職員はシステムを利用でき
なくなってしまう。
　ASTERIA Warpは、こうした問題も解決し
た。人事システムのIDをベースに、ASTERIA 
Warpを介してActive Directoryやポータル
システムに自動的にIDの追加・変更を反映す
るようにしたのだ。
　「期首の人事異動の際は、発令日の2日前
ぐらいからID変更の作業をしなければなりま
せんでしたが、今では、わずか数分の確認作
業だけで済むようになっています。ID管理の
作業効率が飛躍的に向上しています」と大橋
氏は成果を述べる。
　システム構築、稼働後のサポートまでを担
当したSCSKの対応についても高く評価して
いる。「これまでにもさまざまなシステムの構
築をサポートしてもらった実績がある上、
ASTERIA Warpに関しても豊富な知見を持
っており、とても安心できました」（齋藤氏）。
　このように、ASTERIA Warpは、同院の抱
えていたデータ連携における課題を解決。稼
働前に洗い出された約120パターンの連携の
うち、できるだけ多くをASTERIA Warpに統
合したいと考えている。また、今後は、より多
様なデータを連携させ、経営指標の見える化
などデータの二次利用に積極的に活用してい
く構想もあるという。
　先進的な取り組みで医療情報システムの進
化を牽引する済生会熊本病院。同院の取り組
みをASTERIA Warpが縁の下で支えている。

ASTERIA Warpを院内共通で活用できる連携基盤に採用
部門をまたいだ経理データの集約、ID統合管理を実現

熊本市周辺の地域医療や救急医療で重要な役割を担う社会福祉法人 恩賜財団 済生
会熊本病院。医療情報システムにも積極的な投資を続ける同院が解決に着手したのが
連携システムの標準化だ。標準ツールとしてアステリアの「ASTERIA Warp」を採用し、
医事会計と経理業務をつなぐ連携システムを開発したほか、システムごとに分散していた
IDの統合管理の仕組みを構築。業務効率などを向上しただけでなく、今後のシステム開
発生産性、運用負荷削減についても大きな手応えを感じている。

　「医療を通じて地域社会に貢献する」を理
念として掲げ、地域の人々の健康と安心を支
えている済生会熊本病院。救急医療分野を
中心に新規施設や新規事業に積極的な投資
を行ってきた同院は、医療情報システムにつ
いても先進的な取り組みを続けてきた。
　これらの医療情報システムの企画、調達、導
入、運用管理を担当する同院 医療情報システ
ム室の齋藤 祥史氏は次のように述べる。「高
度な医療体制を実現するため、システムのある
べき姿を検討。外部のパートナーと連携してさ
まざまなシステムを開発・運用してきました」。
　しかし、医療業界の中でいち早く新たな仕組
みを考案し続けてきたため、独自仕様のシステ
ムも多く、改修やリプレースにかかるコストや
拡張性の面では課題もあった。そこで、同院は
電子カルテを中心とするシステムを、パッケー
ジソフトを採用した構成に全面移行することを
決定。システムの大幅な刷新を図ることにした。

　医療情報システムの刷新にあたり、解決を
目指した問題の1つがシステム間のデータ連携
である。同院の医療情報システムは、電子カ
ルテシステムを中心に、膨大な数のサブシステ
ム（部門システム）で構成されており、システ
ム間でデータをやり取りする機会も多い。
　例えば、X線検査を行う場合、医師は電子
カルテに撮影方向や検査部位などを入力し、
放射線検査部門のサブシステムに送信。放射

コスト、拡張性の問題を解決するため
パッケージ中心の構成にシステムを移行

システムの全面移行に伴い
120種にも及ぶ連携システムの課題を解決

線検査部門は、その指示に従って撮影を行い、
結果を電子カルテに送信する。
　「こうしたデータ連携を実現するために、個
別に連携システムを開発してきた結果、院内
には約120パターンの連携の仕組みが存在
することがわかりました。それぞれが全く独自
の方法で連携しているため、開発を担当した
者しか詳細を把握しておらず、障害対応も属
人的になっていました」と齋藤氏は説明する。
　そこで同院が着手したのが、独自の連携シ
ステムの見える化を目的とした連携基盤の構
築だ。データ連携のためにEAIツールを積
極的に活用することで、連携システムの標準
化と統合を目指したのである。
　複数のベンダーに提案を依頼した結果、最終
的に採用したのがSCSK株式会社の提案する
アステリアの「ASTERIA Warp」である。
　 「実は、以前にも海外製のEAIツールを導
入したことがありました。しかし、そのツー
ルは使いこなせるベンダーが少なく、結果、
有効活用できないままでした。一方、提案を
受けたASTERIA Warpは、使いこなせるベ
ンダーや技術者が多く、これなら将来にわた
って積極的に活用できるだろうと判断しまし
た」と齋藤氏は選定の理由を説明する。
　例えば、ASTERIA Warpは、アイコンを
マッピングしていくだけで、データの流れや
処理を定義し、システムを開発することがで
きる。このノン・プログラミングで開発でき
る点が容易な技術の習得、ひいては対応ベン
ダーや技術者の豊富さにつながっている。

　

　すでにASTERIA Warpを利用した連携
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追加で入力しなければならない情報
もあった。また、経理システムへのデ
ータ出力の前にデータを目視確認し
たり、帳票の発行、承認指示を行う
ためのインタフェースも必要と考えて
いた。そこで、導入したのがアステリ
アのオンライン表 計 算ソフト
「ASTERIA Spreadsheet Server 
OnSheet（オンシート）」だ。
　「集計データや手入力データをオン
シート上で一度チェックするという業
務フローにしています。手入力作業や転記ミス
リスクの少ない業務フローが確立され、担当者
の作業負担も軽減しています」と齋藤氏は評価
する。

　2つめは各システムのIDを統合管理するた
めの仕組みだ（図２）。
　同院では、サブシステムを含む各システム
に個別にID管理の仕組みが存在しており、ID
管理が分散していた。具体的には、人事シス
テムで職員ごとのIDを作成し、それをもとに
各システムにIDを手作業で入力していたのだ。
　「当院では、職種や雇用体系の多様化に伴
い採用形態が複雑化している上、年に数回の
ローテーション、女性職員の結婚による氏名
の変更などが頻繁に発生します。その度に
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